
【最優秀賞】 
No.18「みんなのまちの役割が変化する 『まちへん』」  
たつのソーシャルインクルージョンプロジェクト 
（宮崎宏興、池本和弘、福崎千晃） 

受賞コメント 
この度は、素晴らしい賞を賜り深く感謝申し上げます。 
コロナ禍が浮き彫りにした社会課題は、決して非日常のものではなく、
日常の地続きとして理解していくこと、地域コミュニティの醸成によっ
て解決すべき本質であると捉えることができました。今後も、『まちへ
ん』を実装するために、自治体や事業者と連携し「うまくいくコト（気
づきの速度・モニタリングと対応・学び）を増やす」ための繋がりをデ
ザインし続けたいと思います。 

 

評価コメント 
地域社会の住⺠が⾃律して⽇常と災害時をシームレスに繋ぐ実験的提案である。この商店街の『まちへ
ん』が、災害時に向こう3軒両隣を超えて、隣接する『まちへん』と相互の役割を連携するには、⽇常
のマネジメントを担う主体（⼈材）の育成が課題。その主体の協働の⼒と情報発信⼒が『まちへん』
を育てていく。実現を期待します。（⿑⽊） 

災害時を想定してまちの機能を共有しようという提案で、大変魅力的であった。ただし、コミュニティ
が限定されるのではないかという疑念もあった。（佐藤） 

本当の目的は通常の生活において地域コミュニティーが機能すること。審査会当日の説明にあったこの
内容に感銘を受けました。滅多に起こらない災害時を想定した仕組みが、実は日常生活のあり方を再
考させる点が、発想としてすばらしい。「向こう三軒両隣」といった、かつてあった生活基盤復活の可
能性を感じさせ、「減災」を超えようとする提案として高く評価します。（森山） 

最優秀賞の「まちへん」には、今年度の提案の中だけでなく、減災デザイン＆プランニングのこれま
での数々の提案の中でも抜きんでた新規性を感じました。既存の社会制度、システムが弱体化する中
で、頻発し激甚化する災害にどう向き合うかというときに、各々の潜在的な可能性や力をいかに引き
出すかが重要だと思われます。そこで、災害に関する「専門家」だけではなく、広い意味での市民が連
なる「まち」が「へん」化する可能性についてのコミュニケーションを促し、その実感を醸成するこの
プログラムは、これからの減災デザインの方向性について一石を投じるものだと思います。（宮本） 

薬屋さんに薬があるのはあたりまえなので、普段からその店主の隠れた活動も紹介できるとさらに良
いのでは。（相良） 

社会課題の着眼点は良いが、結実する提案内容は、リアルな社会においての実効性には乏しい机上の
ゲーム感を覚える。街にあるさまざまな人の生業は、災害時にその人が得意とできる支援分野となるこ
とは明白なので、あえて災害時のために「別の」看板を用意する意味があるだろうか。ただ、災害時の
（行政や自治組織と企業等との）支援協定を結ぶ方法やその見せ方として効果的なアイディアが含まれ
ているかもしれない。また発案は、啓発イベントの仕掛けとしては活かせるのではないか？という可能
性は感じた。（平林） 
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避難所生活は、室内環境の狭さ、プライバシーの確保や規則の遵守、衛生管理、要配慮者、治安維持等により
不自由な生活になりやすい。それに加えて、COVID-19 感染への不安が拡大することによって、より一層、在宅避
難を選択肢とする人の増加が見込まれる。在宅での避難生活を守るためには、電気ガス水道の復旧期間はもとより、
食料調達、ゴミ回収、時に健康状態の急激な悪化をはじめ、避難所では得やすい物資や支援情報が届きにくいな
どの、状況に応じた災害対応力 (レジリエンス ) が必要とされる。安心安全な在宅避難を推奨しつつ、孤立等の弊
害を如何にして緩和するのか。そこで、新たな減災デザインとして、在宅避難時の生活支援を目的に、50 戸程度
の範囲にある事業者を中心として「食料品店→たべもの保管庫」「銭湯→みんなの水場」「学習塾→こどもフリース
ペース」等、非常時に派生可能な変化を日常的に表明しておく。事業所建物や商品等、住民の目に触れる場所に
掲示できるアイテムで可視化し、住民と企業が企画する減災イベントや対話の場を経て、日常化させていく。減災
とは、必要に応じて異なる意味と役割を担いながら皆でシナリオのない事柄を乗り切る行為であり、「在宅避難し
つつも孤立化を避けるべく、日常的な備えとして、まちが異なる意味と役割へ自在に変化し、住民を包摂できる
デザイン＝まちへん」という新たな言葉と視点を提案するに至った。

食料品店 → 『たべもの保管庫』
銭湯やプール → 『みんなの水場』
レストランなど飲食店 → 『助け合いキッチン』
文具雑貨屋 → 『みんなの道具箱』
動物病院 → 『どうぶつ避難所』
携帯電話販売店 → 『充電スポット』
EV自動車販売店 → 『充電スポット』
自動車整備店 → 『クルマのばんそうこう』
工務店 → 『おうちのばんそうこう』
学習塾 → 『こどもフリースペース』
ドラッグストア → 『みんなのくすり箱』
衣料品店 → 『まちのクローゼット』
神社仏閣や教会 → 『こころのよりどころ』
幼稚園・保育所・こども園 → 『こどもの遊び場』
福祉施設 → 『ふくしの相談所』
写真店 → 『しゃしんレスキュー』
保険代理店 → 『ほけんの相談所』
理美容院 → 『髪の衛生所』
歯科医院 → 『お口の衛生所』
病院 → 『まちのお医者さん』
電気屋 → 『電池スポット』
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『まちへん』の流れ『まちへん』のコンセプト

『まちへん』する事業所マップと可視化のアイテム
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The Changing Role of Everyone's Town: "Machi-hen”

まちの事業者さんに「まちへん」に
ついて知ってもらう

参加希望者さんは、いざ！の時に
変化できる役割を表明する

「まちへん」の仕組みと減災・防災
に関する情報を共有する

事業者さん同士を繋ぐイベントで
「まちへん」を日常化する
（スタンプラリー等）

地域の防災訓練の際にも「まちへん」
を活用して日常化する

「まちへん」によってコミュニティが
在宅避難世帯を包摂し、孤立を防ぐ

住宅や店舗・会社等の事業者が密集
した市街地。子育て、高齢者、単身、
要配慮者など、多様に構成された世
帯が居住している。交通路では、自
動車→自転車→徒歩の順に多く見ら
れ、朝夕は、登下校、ペットの散歩、
ウォーキングが見られる。転入転出
もあり、血縁なく地縁の希薄な世帯
も多数存在する。

『まちへん』とは、
在宅避難しつつも孤立化を避けるべく、

日常的な備えとして、まちが異なる意味と役割へ
自在に変化し、住民を包摂できるデザイン、
という新たな言葉と視点の提案です！

ステッカー以外にも
用途の異なるアイテ
ムを順次開発し、拡
充を促進する。
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